
西脇市教育委員会教育創造部 西脇市立楠丘小学校
指導主事 大橋 正資 教諭 藤原 貴之

gakkou@city.nishiwaki.lg.jp                     kusugaoka-es@city.nishiwaki.ed.jp

授業観を拡張する
～市教委と学校との連携による1年目の実践～

令和６年度第１回リーディングDXスクール事業 公開学習会



■人口 ：約38,000人
■児童生徒数：約 3,000人
■教職員数 ：約 300人

■端末 ：Windows OS
■クラウド ：MS 365 (Teams)

【西中校区※R6指定校】
・西脇小学校
・日野小学校
・西脇中学校

【東中校区※R6協力校】
・比延小学校
・双葉小学校
・西脇東中学校

【南中校区※R6協力校】
・重春小学校
・芳田小学校
・西脇南中学校

【黒中校区※R6協力校
※R5指定校】

・楠丘小学校
・桜丘小学校
・黒田庄中学校

（引用）https://www.city.nishiwaki.lg.jp/index.html

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞDXｽｸｰﾙ事業 研究指定校･研究協力校

委託額
(国費)

100万
程度

予算額
(市費)

95万
程度



子ども主体の授業を教職員が体感する

｢研修内容＋学び方｣のふりかえり

１人１台端末＋クラウド環境をフル活用

研修の学びをｱｳﾄﾌﾟｯﾄ･他者参照を体験

（引用）小学校学習指導要領解説「総合的な学習の時間編」

【市教委】研修を授業と同じ環境・同じ形態で行う(授業∽研修∽校務)

子どもたちと同じ学習過程･チャットの活用



【市教委】伴走支援の強化（授業参観･打ち合わせ･授業づくり等への助言･支援）

伴走支援も端末とクラウド活用 ⇒ 授業観の拡張へ

授業づくり打ち合せ(ｵﾝﾗｲﾝ･録画)

校内研修への参加 校内研修提案資料の共同編集(ｺﾒﾝﾄ機能)

提案授業指導案の添削（校閲機能）



【学校】現時点での課題とめざす子ども像・授業の共有

校内研修、授業づくりの情報共有

子どもたちの実態を踏まえた授業実践

・自分で学習を調整する学び

・学校だからこその協働的な学び

・子どもが自走し続けるための指導と支援

子どもが自走する授業



実践内容の共有 研修は端末とクラウド環境の活用を基本

【学校】「端末とクラウド活用」はできるところからやってみる

校務で使う・授業で使う（修正・改善を繰り返しながら）

研修アンケートはクラウドで実施(完全)研修資料はクラウドで共有(一部)



【学校】チャット活用による「実践」の発信 ⇒ 研修の日常化（黒中校区）

汎用的なソフトフェアの活用実践

講師からの回答

実践の相互啓発による協働性・同僚性の高まり

報告書の共有

チャットを活用した授業実践の発信

「子どもに教える⇒子どもが学びとる」授業観の拡張へ



1人で動画を見て情報収集

少人数グループで議論

1人で教科書の読み取り

進んでいる子の
情報をもとに

【学校】 「個別」か「協働」かは、子どもたち自身で決める「学びの複線化」



成果

子ども主体の授業についてより議論
するようになった

子ども

アウトプットの量が増えた

教師

授業づくりや自分自身の実践について
話したり議論したりする機会が増えた

自分のペースで、自分で学びを進めて
いけるようになってきた

課題

自分に合った学び方、協働的な学び方
の獲得

先生から「教えてもらう」から、自分で
「学び取る・学んでいく」意識の変容

子どもたちの「学ぶこと」に対す
る意欲の向上

【学校】成果と課題

学習過程の質の向上を意識した授業づ
くりに取り組めるようになってきた

学習過程を意識して、自分の学びをよ
りよくしようとする様が見られる



児童名 児童名

児童名
児童名

変容の見取り【見方・考え方】教科書の読み取り方、文章をキーワード
化する仕方の指導

【学校】 LDX事業２年目 ⇒ １学期当初の重点的な指導内容

学習環境の整理学習規律の徹底
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